
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

雪害による倒壊家屋　0件　：対象世帯の住家の倒壊等の被害を防止

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

0件

合計 6,137 10,537

－ ー －

7,149

特別豪雪地帯で積雪による家屋の倒壊を防ぐとともに、地域に生活する高齢者等の冬期の生活を支援する。

○人口の減少、高齢者世帯の増加により、自力で屋根の雪下ろしが困難な世帯が増加し、家屋の倒壊等の恐れがある。

○特別豪雪地帯において、市町村のみでの雪下ろし対応は困難である。

成果目標の達成状況

項目

対象世帯住家倒壊

等被害

事業番号 01 02 02 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 豪雪対策事業豪雪対策事業豪雪対策事業豪雪対策事業
担

当

課

部局 危機管理部

３　自主防災力の充実 実施期間 S52 ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 可能

【左記の説明、根拠法令等】

市町村だけでなく、県は補完する立場から実施する必要がある。

課・室 危機管理防災課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail bosai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

特別豪雪地帯住宅除雪支援

事業補助金

補助金

特別豪雪地帯市町村が高齢者等対象世帯に対し、除

雪を行う者（雪害救助員）を派遣するのに要する経費

に対する補助

・補助基準単価：13,000円/日

・補助対象：屋根雪の除雪等

6,137 10,537 7,149

6,272 6,137 7,149

合計（A) 5,505 7,149

－

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算 4,862

補正予算 643 3,127

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

6,272 9,264

概　算

人件費

0.50 0.50 0.50 0.50

4,129

5,505 6,514 10,537

4,129

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・引き続き、本事業の実施を通じて大雪時における人的被害、住家被害の防止を図っていく。

目標に対

する成果

の状況

・本事業により対象世帯に対する除雪業務の支援を行った結果、平成26年度における対象世帯住家の倒壊等被害は０件であり、平成27

年度においても倒壊被害を防止していく。

 概算事業費（B（A）+C） 9,634 10,401 14,666 11,278

4,129 4,129

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

5,505 6,272 9,264 7,149


